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⑴ ＣＳＷ

⑵ 地区社会福祉協議会事業

⑶ ご近所パートナー訪問事業

（見守りサポーター養成事業）

⑷ 声かけネットワーク協力事業

⑸ 多機関協働相談支援包括化推進事業

⑹ 生活支援コーディネーター

○ 生活支援サポーター避難行動要支援者に対する

平常時及び災害時の見守り体制づくり

○ 生活支援サポーターのマッチング等により、

心配な世帯の見守り

○ 地域で支え合うためのボランティア人材（生活

支援サポーター等）の育成

○ 生活支援サポーター等に対して、活躍の場への

コーディネート

○ 市民が参加することが出来る場や居場所づくり

（社会資源の創出）

○ 社会参加に向けた支援メニューの開拓

○ 居場所には、CSWが常駐し、相談対応の実施

○ ひきこもりの人などが来られる居場所づくり

○ 本人や世帯のニーズにより、社会とのつながり

をつくる

○ 制度や地域資源へのマッチング・コーディネー

トを行う

○ 属性や世代を問わない包括的な相談の受け止め

○ 支援機関のネットワークを活用した対応

○ 複雑化・複合化した課題の多機関協働事業への

つなぎ

※2 令和 3年度から共助の基盤づくり事業として実施

【主な事業内容】 【主な事業内容】【事業名】 【事業名】

※1

※3

・各事業（ ）内の数字は、資料１－２－１のアクションプランの事業番号。

資料１－２－２

⑺ 地域交流の集い・サロン活動の支援 ○ 市民が参加することが出来る場や居場所づくり

（社会資源の創出）

※3

事業の統合により、各事業で活動していたサ

ポーターを地区ごとに把握・管理する方法に

変更。統合前と比べ、地域のニーズとサポー

ターのマッチングがしやすくなり、サポータ

ーの活動・状況が見える化された。

実質的に各事業の取り組みについては継承し

ている。

⑷ 参加支援事業（新規）

⑹ 生活支援体制整備事業

⑸ 共助の基盤づくり事業

※3 生活支援コーディネーター及び地域交流の集う・サロン活動の支援は、令和２年度から地域力強化推進事業に統合

※1 ご近所パートナー及び見守りサポーターは令和 3年度から生活支援サポーターに統合

令和２年度までの地域福祉活動計画の体系（一部抜粋）

○ 地区社協の運営を通じて、地域の課題を把握

○ 共生 ST、サロン等を定期的に訪問し地域の
の困りごとを把握

○「福祉のなんでも相談」を実施

○ 各戸訪問により困りごとの報告や支援

○ 関係機関と定例的に情報共有の会議に参加し

情報共有を図る

○ ご近所パートナーのマッチング等により、

心配な世帯の見守り
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令和３年度以降の地域福祉活動計画の体系（一部抜粋）

⑶ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

⑴ 包括的相談支援事業

○ 地区社協の運営を通じて、地域の課題を把握

○ 共生 ST、サロン等を定期的に訪問し地域の
の困りごとを把握

○ 各戸訪問により困りごとの把握や支援

○「 福祉のなんでも相談」を実施

○ 関係機関と定例的に情報共有の会議に参加し

情報共有を図る

※2 ○ 「声かけネットワーク」避難行動要支援者に

対する平常時及び災害時の見守り体制づくり ⑵ 多機関協働事業
○ 複合化した課題の把握、支援計画の作成

○ 複合化した課題解決に向けた相談支援機関等との

連絡調整、支援内容の把握・助言等の進行管理

○ 相談支援包括化推進会議への出席
○ 市民が参加することが出来る場や居場所づくり

（社会資源の創出）

○ 地域で支え合うためのボランティア人材（生活

支援サポーター等）の育成

○ 生活支援サポーター等に対して、活躍の場への

コーディネート

○ 複合化した課題の把握、支援計画の作成

○ 複合化した課題解決に向けた相談支援機関等との

連絡調整、支援内容の把握・助言等の進行管理

○ 相談支援包括化推進会議への出席

事業統合

※ご近所パートナー及び見守りサポー

ターは生活支援サポーターに統合


